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地域のイベント
8/13 夏祭りin西山高原（西山コミュニティ）

西山観光振興組合との協賛により行っており、
今年で6年目。台風が接近しており心配していま
したが、近隣の哲多町からバザーの応援もあり、
沢山の方々のご来場を得て盛大な祭りが開催出来
ました。
特に最後のフィナーレのレーザーショーは夏の

夜空を色とりどりに飾って頂き、盛況の内に終了
しました。

8/25 魚のつかみ捕り（布瀬川を護る会）

布瀬川の生態系や景観などの環境保全を目的と
して毎年行われている夏のイベント。この日は子
供連れ家族など200人が、アマゴ、ニジマスなど
のつかみ捕りを楽しみました。

8/11 盆踊り大会（湯野コミュニティ）

例年より少し早めに行った盆踊り大会でした
が、日曜日ということもあって帰省客など300人
が参加し、盛会に終えることができました。

8/7～10 旭川学園夏の平川家庭学校
（平川コミュニティ）

今年は園生14名が訪れ、トウモロコシ狩りや富
家小学生との交流などが行われました。9日には
下郷川にアマゴ60匹を放してのつかみ捕りを楽し
みました。
＊まちづくり協議会では、地域イベントなどの情報
をお待ちしています。写真提供などよろしくお願い
します。

「元気な地域を創る」 仲田芳人氏を招いて講演会
備中地域まちづくり研修会開催
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▲漆カレー
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▲団扇づくり講習会(8/24)
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まちづくりアンケート調査にご協力ください
まちづくり協議会では、これからの備中地域のま

ちづくりのあり方をある程度長期的な視点に立って

考えていくために、まちづくりに対する市民アンケ

ート調査を現在実施しています。

対象となる人は、18歳以上40歳未満全員と40歳代

から10歳ごとの各年代の15％を任意に抽出し、8月

末にアンケート用紙を送付させていただきました。

9月下旬までに回答をしていただき、10月には集

計・分析を行い、年内にはみなさんにお知らせする

こととしています。

まちづくり協議会では、地域住民みなさんのご意

見を参考にさせていただき、今後のまちづくりの方

針や行政との協働など考えていくこととしていま

す。どうぞ、趣旨をご理解いただき、ご協力をいた

だきますようよろしくお願いします。
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地域の魅力・課題発掘と提言～学生から見た備中町～
まちづくり協議会では、地域おこしに興味のある学生を地域で受け入れ、地

域の課題解決やにぎわい創出になどに向けて、実践的な研修や交流を行う

「人づくり・地域づくり応援隊事業」（岡山県備中県民局事業）に今秋から取り組

むこととなりました。

11月から県内の大学生が地域のイベントに参加したり、実態調査など行うこ

ととなりますので、ご理解とご協力をいただきますようお願いします。

▲漆掻きをする森永さん(西油野地内)

▲仲田氏の話に熱心に耳を傾けるまちづくり委員さんたち




